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玉城町地域の未来を考える住民アンケート調査 
結果報告（速報） 

 

調査概要 

調査目的 玉城町では、これからの地域のあり方を検討するために、地域活動の現状と課題、

今後の地域活動についてのご意見をお聞きするために、小学４年生以上の全町民を

対象にアンケートを行った。 

調査対象 小学４年生以上の全町民 14,116 人（※2021 年 11 月 1 日現在の住民基本台帳人口） 

ただし、小中学生は、調査項目が異なる。 

調査方法 自治区長に協力をいただき、各世帯へ世帯員分を配布、郵送・WEB 回収 

自治区に加入していない住民には郵送配布、郵送・WEB 回収 

小中学校で配布・回収（WEB 回答もあり） 

調査項目  

回収状況 有効回収数 6,127 票（一般住民 5,241 票、小中学生 886 票） 

 有効回収率 43.4％ 

※ただし、以下の分析は、速報発表のため、一般住民 5,091 票で行っている。 

 

【調査対象者の属性】 

〇調査対象者の性別は男性が 45.6％、女性が 53.8％、その他 0.1％と女性の比率が高い。 

〇年齢は、住民基本台帳人口と比較すると 20 歳代の比率が低く、60 歳代、70 歳代は高い。 

〇自治区は、住民基本台帳人口と比較すると、各自治区で多少の増減はみられるが、全ての自治区か

らの回答がある。 

〇玉城の出身者かどうかでは、30 歳代から 70 歳代は、玉城の出身者ではない人が過半数を占める。 

〇玉城での居住年数は、20 歳代、30 歳代では居住年数が短い人が２割を占め、若い世代が転入して

いることがわかる。30 歳代以降では、居住年数 20 年以上が年齢が上がるにつれて高くなる。 
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３ 自治区 

 

※「今回」は今回調査で得られた結果、「参考」は令和３年 11 月１日人口の比率 

 

４ 玉城町の出身者かどうか 

 

今回 参考 今回 参考 今回 参考 今回 参考 今回 参考

1 原 5.3 4.8 14 上町 0.9 1.0 28 西世古 2.1 2.5 43 長更 2.1 1.9 59 宮古 3.5 3.1

2 蚊野 3.5 2.1 15 本町 1.1 1.2 29 茶屋 1.8 1.6 44 井倉 0.7 0.6 60 岡出 2.0 1.7

3 蚊野茶屋 2.3 2.9 16 魚町 0.5 0.4 30 朝久田 0.5 0.4 45 世古 1.8 1.8 61 冨岡 1.0 0.9

4 野篠 2.1 1.8 17 殿町 0.9 0.6 31 城西 0.2 0.3 46 門前 0.3 0.3 62 昼田 0.2 0.2

5 松ケ原 0.7 1.1 18 勝田町 2.0 1.8 32 南新町 0.9 1.7 47 坂本 0.6 0.6 63 中角 0.6 0.7

6 矢野 1.5 0.9 19 大手町 0.9 0.7 33 城東団地 0.4 0.7 48 日向 1.9 2.2 64 山岡 1.1 1.0

7 玉城苑 3.0 3.8 20 板屋町 0.4 0.4 34 養殖研 0.2 0.1 49 上玉川 0.7 0.5 65 小社 1.2 1.3

8 積良 0.8 0.8 21 萱町 1.0 0.8 35 栄町１区 1.1 1.1 50 下玉川 0.2 0.2 66 曽根 0.8 0.6

9 山神 1.3 1.1 22 元町 1.8 1.5 36 栄町２区 2.0 1.7 51 岡村 1.1 0.9 67 岩出 2.0 2.1

10 田宮寺 0.5 0.7 23 新田町 4.0 5.2 37 栄町３区 1.5 1.5 52 妙法寺 4.1 3.6 68 公園通り 1.9 2.7

11 勝田 5.5 4.0 24 浦町 1.3 1.1 38 栄町４区 1.8 2.3 53 中楽 1.9 1.3 69 0.3 0.4

12 浜塚 2.1 2.4 25 三ツ橋 0.3 0.3 39 第２城東団地 0.3 0.2 54 荒子 1.8 2.4

26 下田辺 2.1 4.0 40 城東すみれ団地 0.6 0.8 55 久保 1.1 1.3

27 羽根 2.1 1.9 41 0.6 0.5 56 伊勢団地 0.3 0.4

57 平 0.3 0.4

42 0.2 0.4 58 0.3 0.4

13

①外城田小学校区 ②田丸小学校区 ③有田小学校区 ④下外城田小学校区

ピュアタウ

ン蚊野 ホームタウ

ン上田辺

サニータウ

ン玉城

エバーグ

リーン玉城

ファースト

タウン中角

1.4 2.3

0 20 40 60 80 100

全体(5,091）

１０歳代（186）

２０歳代（269）

３０歳代（538）

４０歳代（721）

５０歳代（816）

６０歳代（931）

７０歳代（1,005）

８０歳代（512）

９０歳以上（85）

45.1

76.9

71.0

40.3

33.4

35.9

44.0

47.3

52.3

60.0
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５ 玉城町での居住年数 
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【地域について】 

〇「お住いの地域」と聞いてイメージする範囲は、10 歳代から 50 歳代は「玉城町全体」が 60％以

上を占める。60 歳代以上では、「自治区」「住所が同じ（同じ字）範囲」が高くなる。 

〇地域の人との交流は、「顔を合わせればあいさつをする」が 85.7％と最も高い。「地域の活動を一

緒にしている」「立ち話をする」は 30％強。 

 

６ 「お住いの地域」と聞いてイメージする範囲 

 

 

７ 地域の人との交流 
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【自治区について】 

〇自治区への加入状況は、全体で 84.4％が加入、7.4％が未加入である。 

 10 歳代から 50 歳代では、10％程度が未加入であり、10 歳代、20 歳代は「わからない」が高い。 

〇自治区未加入の 379 人に、自治区未加入の理由と加入意向を尋ねたところ、「必要性を感じない」

が最も高く、人間関係が煩わしい、活動したくないといった意見も 10％程度ある。 

また、「入れてもらえない」「入り方がわからない」も 10％程度ある。 

〇加入意向がある人は 2.6％にとどまる。また「わからない」が 36.7％となっており、自治区への

理解を深めることで加入意向が高まることが期待される。 

８ 自治区について                   ①自治区への加入状況 

 

②自治区に入っていない理由（自治区未加入の人のみ）  
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③自治区への加入意向（自治区未加入の人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 地域活動への参加状況 

〇参加している地域活動は、「自治区」が 45.2％と最も高い。「老人会」「農業に関する活動」は 10％

超、子ども会 4.6％である。 

〇一方「参加していない」が 33.8％と 1/3 を占める。 
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１０ 今後の自治区の活動について 

〇様々な活動について、今後の意向を尋ねたところ、全ての項目で「今まで通りでよい」が最も高くな

っているが、半数程度にとどまっている。 

〇「活発にしてほしい」は、子育て、高齢者、子ども同士の交流に関する活動で高くなっている。 

〇一方、「わからない」が全ての項目で 20％前後を占めている。 
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１１ 地域活動の課題 

〇地域活動を進める上で課題を感じていることを尋ねたところ、「若者や仕事を持つ人が参加しにく

い」が最も高く、「役員の負担が大きい」が続いている。その他の意見にも 10％前後の回答がある。 

〇一方、「特にない」16.6％、「わからない」17.9％となっている。 

〇参加のしやすさ、活動や経済的な負担の軽減、活動の周知等が求められている。 

 

１２ 地域活動の情報発信について 

〇地域活動の情報はどのような手段で得られるとよいかを尋ねたところ、「広報」「回覧板」「防災行政

無線」の従来での情報手段を求める声が高い。 

〇さらに、「SNS」等の新しいツールでの情報も求められている。 
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１３ 地域でやってみたい・参加したい活動 

〇今後、地域の中でやってみたい、参加したい活動を尋ねたところ、何らかの活動をしたいと回答して

いる人※は 45.7％である。 

〇活動したい内容は、「スポーツ」「高齢者支援」「地域の魅力づくり」は 10％を超えて高くなってい

る。 

〇その他の項目にも 10％弱ではあるが、回答があり、様々な活動が求められている。 

〇一方で「わからない」34.1％、「地域で活動はしたくない」7.8％となっている。 

※全体から「わからない」「地域で活動はしたくない」「無回答（12.4％）」を除いた％ 

 

１４ 地域の活動が活発に行われるために必要なこと 

〇地域活動が活発に行われるために必要なことを尋ねたところ、「活動を知ってもらう」が 30.8％と最

も高く、「一緒にやる人を集める」「リーダーを育てる」「活動を継続させる」が 20％を超えている。 

〇一方で「わからない」は 25.9％を占めるが、「活発化は必要ない」は 3.2％にとどまる。 
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高齢者を支援する活動

特産品の開発など地域の魅力づくり

歴史や文化を伝える活動

住民の交流イベントなど地域の
つながりをつくる活動

子ども同士の交流や体験を支援
する活動

生き物観察など地域の自然を
守る活動

農作業体験や農作物販売など
農業に関する活動

子育て中の親子の交流など
子育てを支援する活動

障がい者を支援する活動

ＳＮＳでＰＲをするなど地域の
情報を発信する活動

国際交流

日本語学習など外国人住民を
支援する活動 

その他
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１５ 『自慢できる』「紹介したい」 （意見抜粋） 

①人 

〇あいさつができる小学生 

〇ご近所さん 

〇学校のともだち 

〇お年寄りが元気 

〇同じ自治区の方々 

〇アスピア玉城 

〇いちご屋 

〇宮古清流会の方々 

〇有田佐多ビオトープ 

〇NPO わんず 

〇協（かなう） 

〇北畠親房 

〇村山龍平 

〇小林政太郎                              など 849 件の意見 

 

②暮らし 

〇生活しやすい 

〇静か 

〇スーパーやコンビニが多い 

〇自然が豊か 

〇つながりがある 

〇近所づきあいがよい 

〇子育てしやすい 

〇若い人が多い 

〇福祉が充実している                        など 1,112 件の意見 

 

③その他 

〇田丸城 

〇下外城田神社 

〇アスピア玉城 

〇しめ縄づくり 

〇祭・夏祭り 

〇花畑 

〇ホタル 

〇外城田川 

〇桜 

〇コスモス 

〇紅葉                               など 1,161 件の意見 

 

 



持続可能な地域づくりを
住民のみなさんと一緒に考えます
　町では、持続可能な地域づくりをテーマに、地域の現状

と課題、未来について、これから住民のみなさんと一緒に

考えていきます。

　今年度は、まず持続可能な地域づくりについて、住民の

みなさんがどのように考えているのか、今後どのようにして

いきたいのかをお聞きするアンケート調査を、未来の地域

を担う子どもたちも含めて、小学４年生以上の全住民のみ

なさんを対象に実施する予定です。まちの良いところ、自慢

できるところを始め、住民のみなさんお一人お一人のご意

見をお聞きしたいと考えていますので、ぜひご協力をお願

いします。

地域のいろいろな声を
聞かせてください
　地域で様々な活動をされている団体や個人の方を対象に、

地域の活動に関するご意見、今後の取組みのアイデア等を

お聞きするために、ヒアリング調査も実施します。

　11月９日～11月18日にかけて、各小学校区で「まちづくり

懇話会」が開催されました。皇學館大学 池山 准教授の進行

で、地域の活動の現状と課題等について地域のみなさんと意

見交換を行いました。

住民のみなさん同士の話し合いも行います
　令和４年２～３月に、各小学校区で、持続可能な地域づ

くりを考えるワークショップを開催する予定です。

　地域の未来について住民のみなさんと一緒に話し合っ

て進めていきたいと考えています。

　詳細が決まりましたらお知らせします。どなたでもご参

加いただけますので、ぜひご協力、ご参加をお願いします。

　この調査は、町職員または、業務を委託している一般社

団法人地域問題研究所職員がお話をお聞きします。写真の

ようなジャンパーを着たスタッフが実施しておりますので、

見かけたら気軽にお声がけください。

ニュースレター

この持続可能地域づくりの取組みは、毎月広報でお知らせしていきます。
ご意見等がありましたら担当課までお問合せください。 総務政策課　☎（58）8200

自治区に加入しましょう

vol.01

※加入は任意です。
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町からのお知らせ  ｜  TAMAK I  I N FORMAT ION
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